
月曜日（テレワーク） 職員ミーティング、会議に向けた資料作成
火曜日 相談広報に関する業者との打合せ、行政相談委員と連絡・

打合せ、相談対応
水曜日 行政相談関係・人事関係の報告資料作成、相談対応
木曜日 行政相談委員全体会議（県内の委員全員が集まる会議）
金曜日（テレワーク） 会議の事後処理、会議資料作成、

広報取組実績資料作成

Ｑ仕事をする上で特に心がけていることは？
Ａ上司から「できない理由じゃなくて、どうすればできるか考えてみなさ
い」と言われたことがあります。新しいことを始める前には不安や負担感
もあるかと思いますが、まずやってみよう！と考えるようにしています。
また、情報共有や早めの相談は心掛けています。いざ説明の際にもス

ムーズにいきますし、最終形のイメージを上司と共有でき、業務も円滑に
回るようになります。子どもが保育園に通い出した1年目はよく体調を崩
しており、いつ休むか先が読めないこともありましたので、自分が不在と
なっても問題がないよう、情報共有は特に心掛けるようしています。

受験生に向けてメッセージをお願いします！
「行政評価局」と言われても初めて名前を聞くという方も多いと思います。
ここでは説明しきれないことも多くありますので、当局の業務に興味を持
たれましたら、是非話を聞きに来てください！

若手職員であっても各自の視点で意見ができる環境

現在の業務
現在、行政相談に関する会議やイベントの企画・運営、制度のPR活動な

どに取り組んでいます。私は主に行政相談業務に携わっていますが、行政
相談業務も調査業務も上司部下関係なく、若手職員であっても各自の視点
で意見ができる環境は当局の魅力だと感じています。

仕事と育児の両立の取組
保育園の送迎のため、昼休みを30分短縮し、朝遅めに登庁しています。

また、テレワークの日には早めに迎えに行くなど、仕事と育児の両立を
図っています。テレワークの日は私服、出勤する日はワイシャツのため、
お迎えが早い方がうれしい子どもからは、「シャツ脱ぎなさい！（テレ
ワークしなさい）」と後ろ髪を引かれながら職場に行くことも。(笑)
様々な両立支援制度ができても活用できないことには意味がないかと思

いますが、職場の理解をはじめ、利用しやすい風土があり、大変助かって
います。また、育児をきっかけに、時間意識が生まれ、効率の良い仕事の
進め方を考えるだけでなく、より目的・成果を意識して仕事をするように
なるなど、視野が広がったように思います。

１週間の勤務スケジュール

テレワークの日は早めのお迎え♪

中国四国管区行政評価局総務行政相談部業務
管理官（岡山行政監視行政相談センター勤務）

武下 友樹
平成26年4月 中国四国管区行政評価局採用

27年4月 鳥取行政評価事務所（現鳥取行政監視行政
相談センター）勤務

29年4月 本省（行政評価局）勤務
31年4月 現職
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